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12
月
16
日
、
令
和
4
年
度

な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
研
修
会
が

日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館

フ
ォ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
単

位
ク
ラ
ブ
よ
り
、
6
2
0
名

が
参
加
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
後
、
北

区
老
連
・
千
種
区
老
連
に
よ

る
「
芸
能
発
表
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
躍
動
感
あ
る
素
晴

ら
し
い
舞
台
に
会
場
か
ら
は

惜
し
み
な
い
拍
手
。
笑
顔
が

溢
れ
、
あ
た
た
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
を
挟
み
、
ち
く
さ
病

院
理
事
長
・
加
藤
豊
氏
を
講

師
に
迎
え
、
講
演
会
へ
と
移

り
ま
し
た
。

◆
講
演
要
旨

　
人
生
会
議
の
す
す
め
か
た

　    

―
千
種
区
版

　
　
　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
　
　
ノ
ー
ト
を
中
心
に
―

　
医
療
法
人
豊
隆
会  
ち
く
さ
病
院

　 

　
　
理
事
長  

加
藤 
豊 

氏

　

あ
な
た
は
「
も
し
も
の
こ

と
」
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。
自
身
の
希
望
や
価

値
観
は
、
そ
の
後
の
生
活
や

医
療
・
ケ
ア
を
受
け
る
た
め

に
、
と
て
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
ま
す
。
約
70
％
以
上

の
方
は
人
生
の
最
終
段
階
で

医
療
に
関
す
る
意
思
を
表
明

で
き
な
い
そ
う
で
す
。

　

望
む
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い

て
前
も
っ
て
考
え
、
大
切
な

人
と
繰
り
返
し
話
し
合
い
、

共
有
す
る
取
り
組
み
を
「
人

生
会
議
（
A
C
P
：
ア
ド
バ

ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）」

と
呼
び
ま
す
。

　

人
生
会
議
を
進
め
る
き
っ
か
け
に

な
る
よ
う
、
千
種
区
版
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
「
私
の
想
い
を
つ
な
い
で

帳
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
目
的
は
次

の
通
り
で
す
。

⑴
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
考
え
る
（
人

　
生
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
時

　
間
を
考
え
る
）

⑵
人
生
の
最
終
段
階
を
考
え
る
（
医

　
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

　
に
意
思
表
示
の
方
法
や
希
望
な
ど

　
を
考
え
る
）

⑶
大
切
な
人
と
語
り
合
う
（
相
談
し

　
に
く
い
こ
と
も
含
め
、
気
軽
に
語

　
り
合
う
）

　

こ
の
よ
う
に
人
生
の
最
終
段
階
に

つ
い
て
考
え
、
周
囲
の
信
頼
す
る
人

た
ち
に
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
今
回
の
紹
介
事
例
を
参
考
に
、

自
分
に
合
っ
た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
を
作
成
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
心
身

の
状
態
に
応
じ
て
、
意
思
は
変
化
し

ま
す
。
何
度
で
も
繰
り
返
し
考
え
、

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
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天寿会「フラダンス」天寿会「フラダンス」

加藤 豊 氏加藤 豊 氏

　

港
区
の
西
部
、
旧
南
陽
地
区
は
い

ま
だ
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。

そ
の
ま
た
西
方
、
福
田
川
左
岸
堤
防

付
近
に
樹
木
が
茂
り
、
道
路
よ
り
3

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
盛
り
上
げ
ら
れ
た
場

所
に
「
高
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
る
延
命

地
蔵
尊
が
祭
ら
れ
て
い
る
。

　

と
き
は
宝
暦
13
年（
1
7
6
3
年
）

の
暴
風
雨
の
際
、
こ
の
地
の
海
岸
に

尊
き
木
造
仏
が
流
れ
着
い
た
。
村
中

協
議
の
上
、
福
田
川
の
堤
防
に
お
堂

を
建
立
し
、
村
中
安
全
、
五
穀
豊
穣
、

武
運
長
久
、
大
病
小
病
全
快
の
大
供

養
を
執
行
し
た
。

　

こ
の
仏
像
は
貞
享
5
年（
1
6
8
8

年
）
に
八
事
山
興
正
寺
を
開
山
し
た

天
瑞
円
照
大
和
尚
（
初
代
管
長
）
自

作
の
木
造
仏
と
い
わ
れ
、
地
蔵
尊
と

し
て
は
珍
し
く
腰
掛
け
た
お
姿
で
あ

る
。

　

こ
の
お
地
蔵
さ
ま
は
「
あ
い
ち
の

む
か
し
ば
な
し
」
の
中
に
「
お
高
じ

ぞ
う
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

［
六
十
九
］

■
交
通
　
市
バ
ス
「
新
茶
屋
」
下
車
、

　
西
へ
徒
歩
10
分

港区  延命地蔵尊
～港区新茶屋五丁目～

ふるさとの四季「コーラス」ふるさとの四季「コーラス」

名古屋敬愛会「大正琴」名古屋敬愛会「大正琴」

味鋺むつみ会「銭太鼓」味鋺むつみ会「銭太鼓」
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11
月
29
日
、
各
区
の
女
性
リ
ー

ダ
ー
68
名
が
参
加
し
、
第
38
回
女

性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
名
古
屋
市

総
合
社
会
福
祉
会
館
に
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。今
回
の
テ
ー
マ
は「
ク

ラ
ブ
活
動
を
楽
し
む
た
め
の
ヒ
ン

ト
」。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

続
い
て
、
常
滑
市
の
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
・
く
め
里
代
表
の
片
山
凉
子

氏
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
講
演
要
旨

　
元
気
に
な
れ
る
極
意

　
　
～
あ
る
農
村
で
の

　
　
　
　
女
性
た
ち
の
挑
戦
！
～

　
　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
・
く
め
里

　
　
　
　
代
表
　
片
山 

凉
子 

氏

　

私
は
女
性
の
仲
間
と
共

に
男
性
を
巻
き
込
み
な
が

ら
地
域
活
動
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
地
域
の
活
性

化
に
は
女
性
の
活
躍
が
不
可
欠
。

次
の
4
つ
の
活
動
を
女
性
た
ち
が

中
心
と
な
っ
て
行
い
ま
し
た
。

⑴
地
区
の
公
民
館
の
建
設

　

農
協
跡
地
の
狭
い
場
所
に
公
民

館
建
設
の
情
報
が
入
り
、
女
性
30

人
ほ
ど
の
反
対
意
見
を
集
約
。
公

民
館
建
設
の
臨
時
総
会
で
意
見
を

述
べ
、
継
続
審
議
に
。
男
性
ば
か

り
の
建
設
委
員
会
を
改
め
、
自
身

は
副
委
員
長
に
就
任
。
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
理
想
と
す

る
公
民
館
の
建
設
が
実
現
。

⑵
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
設
立

　
「
な
ぜ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

な
い
の
か
」
と
い
う
声
に
応
え
、

協
力
者
を
誘
い
設
立
。
資
金
は
資

源
回
収
や
バ
ザ
ー
、
補
助
金
な
ど

を
活
用
。
活
動
後
は
必
ず
「
コ
ー

ヒ
ー
タ
イ
ム
」。
こ
れ
が
な
い
と

続
か
な
い
。
お
礼
の
気
持
ち
が
伝

え
ら
れ
る
し
、
活
動
を
継
続
す
る

に
は
大
事
な
こ
と
。

⑶
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
創
立

　
「
誰
で
も
集
ま
れ
る
ホ
ッ
と
で

き
る
場
所
を
つ
く
ろ
う
」
と
、
会

員
有
志
と
隣
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

仲
間
の
支
援
で
創
設
。
モ
ッ
ト
ー

は
「
自
主
的
に
参
加
し
、
楽
し
ん

で
従
事
」。

⑷
地
域
猫
活
動

　

久
米
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
域
猫
活

動
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
虚

勢
・
避
妊
手
術
を
実
施
。
手
術
を

終
え
る
と
、
リ
リ
ー
ス
（
地
域
に

戻
す
）。
地
域
の
協
力
で
置
き
エ

サ
や
ト
イ
レ
も
管
理
。
自
身
も
21

匹
の
保
護
猫
を
迎
え
、室
内
飼
育
。

  

最
後
に

　

女
性
の
能
力
は
無
限
大
で
す
。

活
動
は
男
性
の
協
力
も
得
な
が
ら

取
り
組
む
男
女
共
同
参
画
を
推
奨

し
ま
す
。「
出
し
ゃ
ば
り
の
す
す

め
」
の
精
神
で
、
必
要
と
あ
ら
ば

前
に
出
て
物
申
す
こ
と
も
大
切
。

仲
間
に
は
寛
大
に「
お
互
い
さ
ま
」

の
気
持
ち
で
、
失
敗
を
責
め
な
い

こ
と
が
次
に
繋
が
る
秘
訣
で
す
。

楽
し
く
な
け
れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
で
き
ま
せ
ん
。
女
性
は
衣
食

住
に
密
着
し
た
知
識
と
能
力
を
備

え
、
心
遣
い
が
で
き
ま
す
。
女
性

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
自
信
を
持
っ

て
進
ん
で
ほ
し
い
で
す
。　

　

2
月
15
日
、
名
古
屋
市
芸
術
創

造
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
健
康
づ
く

り
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
教

授
・
髙
石
鉄
雄
氏
を
講
師
に
迎
え
、

各
区
の
単
位
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
約

3
0
0
名
が
高
齢
期
に
お
け
る
健

康
管
理
や
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

◆
講
演
要
旨

　
人
生
1
0
0
年
時
代
を

　
　
見
据
え
た
健
康
づ
く
り

　
　
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院

　
　  

理
学
研
究
科  

総
合
生
命
理
学
部

　
　
　
　
教
授
　
髙
石 

鉄
雄 
氏

　

人
生
1
0
0
年
時
代
と
い
わ
れ

る
現
在
、
日
本
人
の
死
因

や
要
介
護
の
原
因
を
踏
ま

え
た
「
健
康
づ
く
り
」
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
事
で

す
。健
康
づ
く
り
に
必
要
な
の
は
、

自
身
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
身
体

に
伝
え
る
た
め
の
ス
ト
レ
ス
（
刺

激
）。
生
活
の
質
を
高
く
保
つ
た

め
に
は
、
運
動
や
外
に
出
て
人
と

関
わ
る
（
話
す
）
こ
と
が
大
切
で

す
。
自
立
し
た
生
活
に
向
け
、
身

近
で
で
き
る
有
効
な
方
法
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

血
管
系
疾
患
の
主
な
原
因
は
肥

満
と
運
動
不
足
で
す
。
高
校
・
大

学
時
代
よ
り
、
10
キ
ロ
以
上
体
重

が
増
加
し
て
い
る
人
は
要
注
意
。

動
脈
硬
化
の
進
行
抑
制
に
は
歩

行
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
自
転
車
な
ど

の
有
酸
素
運
動
が
有
効
で
す
。
た

だ
し
散
歩
や
通
常
歩
行
で
は
不
十

分
な
場
合
が
多
く
、
健
康
づ
く
り

に
は
高
齢
者
で
あ
っ
て
も
適
切
な

強
度
の
運
動
が
必
要
。
3
分
早
足

の
後
、
3
分
ゆ
っ
く
り
歩
く
こ
と

を
繰
り
返
す
な
ど
、
や
や
き
つ
い

運
動
を
す
る
こ
と
で
、
予
防
効
果

は
高
ま
り
ま
す
。

⑵
起
居
・
移
動
能
力
の
維
持

　

自
立
し
た
生
活
を
送
る
に
は
、

脚
の
筋
肉
萎
縮
予
防
や
下
肢
の
運

動
機
能(

筋
力)

を
高
く
保
つ
こ

と
が
重
要
で
す
。
中
高
齢
者
の
寝

た
き
り
の
原
因
と
し
て
、
骨
粗

し
ょ
う
症
に
よ
る
骨
折
が
多
く
、

原
因
の
1
番
は
転
倒
。
脚
の
筋
肉

と
骨
を
強
く
す
る
た
め
に
は
、
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
坂
道
歩
行
・

階
段
昇
降
な
ど
の
無
酸
素
運
動
が

有
効
で
す
。
階
段
は
上
り
が
筋
力

維
持
運
動
、
下
り
は
骨
を
つ
く
る

骨
密
度
ア
ッ
プ
運
動
に
な
り
ま

す
。
平
地
を
歩
く
だ
け
で
は
脚
力

維
持
が
難
し
い
た
め
、
積
極
的
に

階
段
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
骨
と

筋
を
刺
激
す
る
こ
と
で
、記
憶
力
・

免
疫
力
・
筋
力
・
精
力
が
高
ま
り

ま
す
。

⑶
認
知
症
の
予
防

　

思
考
力
・
記
憶
力
の
保
持
に
は
、

外
出
や
会
話
が
有
効
で
す
。
難
聴

が
進
む
と
会
話
に
入
れ
ず
孤
立
し

た
り
、
認
知
症
発
症
リ
ス
ク
を
高

め
た
り
す
る
の
で
、
早
め
に
補
聴

器
の
使
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
運

動
は
認
知
症
の
予
防
に
つ
な
が
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
身
の
体

力
や
健
康
状
態
を
把
握
し
た
上

で
、
十
分
な
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
の
後
、
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。　

片山  凉子  片山  凉子  氏氏 髙石  鉄雄  髙石  鉄雄  氏氏

⑴
大
血
管(

脳
・
心
臓
血
管)

系

　
障
害
の
予
防
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《
事
業
計
画
》

1
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
推
進

⑴
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
活
動

▼
フ
レ
イ
ル
予
防
の
推
進　

▼
介

護
予
防
活
動
用
器
材
等
の
貸
出　

▼
多
様
な
通
い
の
場
づ
く
り
の
推

進　

▼
史
跡
散
策（
毎
月
）　

▼
お

花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
4
月
）　

▼

健
康
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

（
11
月
）　

▼
健
康
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
（
2
月
）　

▼
七
福
神
め
ぐ

り（
2
月
）　

▼
健
康
麻
雀
等
遊
び

の
要
素
を
取
り
入
れ
た
行
事
の
開

催
⑵
シ
ニ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

▼
世
代
間
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
6
月
）　

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会（
11
月
）　

▼
ボ
ッ
チ
ャ
競

技
大
会
（
12
月
）　

▼
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
区
対
抗
団
体
戦
指
導

者
養
成
大
会（
3
月
）　

▼
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
器
具
の
貸
出　

▼
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
体
操
の
普
及
啓
発　

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
後
援

⑶
第
35
回
全
国
健
康
福
祉
祭
愛
媛
大

会
へ
の
参
加（
10
月
28
日
～
31
日
）

2
仲
間
づ
く
り
の
推
進

⑴「
会
員
増
強
の
５
つ
の
取
り
組
み
」

　

①
解
散
ク
ラ
ブ
を
な
く
そ
う

　

②
会
員
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
よ

う

　

③
年
間
１
ク
ラ
ブ
１
名
増
や
そ
う

　

④
ク
ラ
ブ
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

　

⑤
ク
ラ
ブ
を
つ
く
ろ
う

⑵
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
知
っ

て
も
ら
う
各
種
広
報
の
実
施

⑶
町
内
会
等
と
の
連
携
に
よ
る
会
員

加
入
の
促
進

⑷
会
員
増
強
に
努
め
た
学
区
老
連
や

単
位
ク
ラ
ブ
の
顕
彰

⑸
ク
ラ
ブ
の
な
い
町
内
の
参
加
希
望

者
や
解
散
し
た
ク
ラ
ブ
会
員
の
近

隣
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
促
進

⑹
未
加
入
者
の
ク
ラ
ブ
体
験
参
加
の

促
進

⑺
ク
ラ
ブ
未
設
置
学
区
の
解
消

3
高
齢
者
の
日
常
生
活
を
支
え
る
友

愛
活
動「
５
つ
の
活
動
」の
推
進

⑴
友
愛
活
動
班
と
友
愛
活
動
員
に
よ

る
生
活
支
援
活
動
の
推
進

⑵
多
様
な
通
い
の
場
づ
く
り
の
推
進

⑶
見
守
り
支
援
活
動
の
推
進

⑷
健
康
づ
く
り
支
援

⑸
情
報
伝
達
支
援

4
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成

⑴
研
修
活
動

▼
新
任
会
長
研
修
会（
6
月
）▼
東

海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
名
古
屋
市
・

７
月
）　

▼
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
（
秋
田
県
・
11
月
）　

▼
女
性

リ
ー
ダ
ー
研
修
会（
11
月
）

⑵
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
強
化

▼
単
位
ク
ラ
ブ
へ
の
女
性
リ
ー

ダ
ー
の
設
置
推
進　

▼
若
手
女
性

役
員
の
増
加

⑶
「
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ
運
営
事
務
相

談
室
」で
の
相
談
対
応

5
社
会
奉
仕
活
動
等
の
推
進

⑴
老
人
の
日（
9
月
15
日
）・
老
人
週

間（
9
月
15
日
～
21
日
）の
取
り
組

み
⑵
全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日
（
9
月

20
日
）の
取
り
組
み

⑶
市
老
連
一
斉
社
会
奉
仕
の
日
（
5

月
20
日
、
12
月
20
日
）の
取
り
組
み

⑷
そ
の
他
の
推
進
事
項

▼
高
齢
者
の
交
通
安
全
運
動
、
防

犯
・
防
火
活
動
、
自
主
防
災
活
動

等
の
推
進

6
広
報
・
調
査
活
動

⑴
機
関
紙
の
発
行（
年
４
回
、
全
ク
ラ

ブ
会
員
へ
配
付
）と
内
容
の
充
実

⑵
市
老
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

た
組
織
内
外
へ
の
広
報

⑶
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
け
る
好
事
例

の
紹
介
を
通
じ
た
活
動
の
魅
力
度

ア
ッ
プ

⑷
会
員
外
に
も
届
く
ク
ラ
ブ
活
動
の

幅
広
い
広
報
・
Ｐ
Ｒ

⑸
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
設
立
趣

旨
を
ふ
ま
え
た
会
員
外
へ
の
行
事

紹
介

⑹
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
章
の
普
及
、
老

人
ク
ラ
ブ
傷
害
・
賠
償
保
険
の
加

入
促
進

⑺
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
関
す
る
各
種

調
査
及
び
資
料
の
収
集
、
提
供

7
関
係
機
関
・
関
係
団
体
と
の
連
携

及
び
交
流

⑴
公
益
財
団
法
人
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
と
の
連
携

⑵
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
と
の
連
携

⑶
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
く
ら
ぶ
（
企
業
退
職
者

の
会
）と
の
交
流　

⑷
学
区
連
絡
協
議
会
と
の
連
携
強
化

⑸
子
ど
も
会
等
地
域
団
体
と
の
交
流

※
事
業
運
営
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項

◎
感
染
防
止
の
た
め
の
新
し
い
生
活

様
式
に
基
づ
く
ク
ラ
ブ
活
動
の
実

践

　

昨
年
夏
、
市
老
連

会
長
及
び
副
会
長
が

代
表
し
て
名
古
屋
市

役
所
を
訪
ね
、
市
に

要
望
し
た
３
点
の
予

算
要
望
事
項
に
つ
い

て
、
令
和
５
年
２
月

の
市
老
連
理
事
会
で

市
側
か
ら
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

要
望
①
『
会
員
数
の
多
い
ク
ラ
ブ
へ

の
補
助
金
の
増
額
』　

会
員
数
に

よ
っ
て
ク
ラ
ブ
運
営
に
要
す
る
経
費

は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

ク
ラ
ブ
活
動
を
よ
り
魅
力
あ
る
も
の

と
し
、
会
員
数
の
増
加
に
つ
な
が
る

活
動
経
費
と
し
て
次
表
の
よ
う
に
会

員
数
40
人
以
上
の
ク
ラ
ブ
へ
の
運
営

補
助
金
が
会

員
数
に
応
じ

た
内
容
に
増

額
さ
れ
ま
す

（
会
員
数
39

人
以
下
の
ク

ラ
ブ
へ
の
運

営
補
助
金
は

今
ま
で
ど
お
り
で
す
）。

要
望
②
『
区
老
連
役
員

へ
の
活
動
補
助
』　

区

老
連
活
動
の
充
実
を
図

る
た
め
に
、
現
在
、
市

か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る

「
区
老
連
活
動
振
興
補

助
」
に
区
老
連
活
動
の

中
心
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
区
老
連
役
員

の
人
数
に
応
じ
て
役
員
１
人
あ
た
り

年
額
５
千
円
〔
区
老
連
会
長
は
１
万

円
〕が
加
算
さ
れ
ま
す
。

要
望
③
『
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
老

人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
へ
の
助

成
金
の
増
額
』　

本
年
７
月
に
市
老

連
が
当
番
と
し
て
開
催
す
る
ブ
ロ
ッ

ク
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
要
望
ど
お
り

50
万
円
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

三
溝
会
長
は
「
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ

名
古
屋
か
ら
の
長
年
の
要
望
が
実
現

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
支
援
の
お
か

げ
で
す
。
今
後
と
も
ク
ラ
ブ
活
動
の

一
層
の
活
性
化
・
会
員
数
増
に
向
け

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
事
業
計
画
と
予
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。「
の
ば
そ

う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
を
テ
ー
マ
に
次
の
諸

活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
老
連
令
和
５
年
度
事
業
計
画
と
予
算

令和5年度 収支予算書　　　 （単位：円）
科　　目 本年度予算額 備　　考

Ⅰ 一般正味財産増減の部
　1.経常増減の部
⑴経常収益

①受取入会金 9,000 3クラブ ×＠3,000 
②受取会費 3,600,000 1,000クラブ ×＠3,600 
③受取補助金等 109,605,280 名古屋市等からの補助金
④受取寄付金 2,000
⑤受取負担金 2,608,000

⑥雑収益 438,200 広告収入・預金利息・老人
クラブ傷害保険の広告費等

　経常収益計A 116,262,480
⑵経常費用

①事業費支出　 104,760,258 健康づくり事業、友愛
訪問事業等に係る経費

②管理費支出　 13,063,243 法人運営に係る経費
　経常費用計B 117,823,501
　当期経常増減額
　 C＝AーB △1,561,021

　2．経常外増減の部
⑴経常外収益計D 0
⑵経常外費用計E 0
　当期経常外増減額
　F＝DーE 0

　当期一般正味財産増減額
　G＝C＋F △1,561,021

　一般正味財産期首残高H 27,408,990
　一般正味財産期末残高
　I＝G＋H 25,847,969

Ⅱ 正味財産期末残高 25,847,969

名
古
屋
市
へ
の
予
算
要
望
結
果
に
つ
い
て

― 

運
営
補
助
金
が
20
年
ぶ
り
に
ア
ッ
プ
！ 

―

会員数 補助金
40人〜49人 46,560円
50人〜69人 57,840円
70人〜99人 64,200円
100人以上 77,880円
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 市老連　これからの行事予定
 月日（曜日） 行　事　名 場　所

5月16日㈫ JASSくらぶとの交流交歓事業
史跡散策

天白区：天道・塩釜と坂道コース
地下鉄「塩釜口駅」改札口前集合

6月 8日㈭ 第 31 回 老人クラブ大会
第 48 回 通常総会

日本特殊陶業市民会館フォレスト
ホール

6月14日㈬ 新任会長研修 昭和文化小劇場

6月17日㈯ 世代間交流スポーツ大会 枇杷島スポーツセンター

7月 6日㈭
～7日㈮

東海・北陸ブロックリーダー
研修会 名古屋ガーデンパレス

※「史跡散策」の申し込みについては、各区老連事務局（左記）へおたずねください。

　12月7日、昭和区役所７階の社協料理実習室で昭和区老連主催の
男性料理教室が開催され、22名が参加しました。
　皆さん「男子厨房に入らず」の世代です。それでもエプロン姿はなか
なか堂に入ったもの。当日のメニューは、「クリスマスツリー型サラダ」
「こしょう餅」「かやくご飯のふくさ包み」の3品です。講師をお手本に
包丁を握ったある会員は「ふだんレンジでチンはするけど包丁は握った
ことがない」と悪戦苦闘。思わず「指を切らないでくださいね」と。中
には手際の良い方もみえます。「自分でやってみて奥さんの苦労がよく
分かった」との発言が印象的でした。

　１時間半かけて３品完成。う
れしそうにスマホで記念撮影す
る方もいます。力作を皆でいた
だくと「とっても美味しい！」と
好評でした。
　料理は段取りがとても大切
で、脳の活性化にも役立ちます。
皆さん、ぜひご家庭でも作って
くださいね。

　

12
月
2
日
、
東
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

て
ボ
ッ
チ
ャ
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ッ
チ
ャ
は
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
通
じ
て

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
障
害
者
の
み
で
は
な
く
、

大
学
や
企
業
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
市
老
連
で
も
手
軽
な
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
ボ
ッ
チ
ャ
に
取
り
組
み
始
め
、
ボ
ッ
チ
ャ
研

修
会
も
今
年
度
で
３
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
16
区
か
ら
48
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今

回
は
参
加
者
自
ら
コ
ー
ト
の
作
成
か
ら
始
め
て
、

ル
ー
ル
説
明
の
後
、
2
試
合
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
か
け
ひ
き
が
お
も
し
ろ
い
」「
お

も
し
ろ
い
。
子
供
と
遊
べ
る
」「
今
日
の
研
修
を
区

の
ク
ラ
ブ
に
広
げ
ま
す
」「
地
域
で
の
活
性
化
に
ボ
ッ

チ
ャ
で
寄
与
し
た
い
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
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「
自
転
車
も 

免
許
は
な
い
け
ど 

ド
ラ
イ
バ
ー
」

な
ご
や
か
ク
ラ
ブ

交
通
安
全
標
語

　千種区  753-1942　　　東　区  934-1194　　　北　区  917-6530
　西　区  523-4596　　　中村区  433-2912　　　中　区  265-2329
　昭和区  735-3911　　　瑞穂区  852-9395　　　熱田区  683-9900
　中川区  363-4415　　　港　区  654-9708　　　南　区  823-9413
　守山区  796-4607　　　緑　区  625-3966　　　名東区  778-3099
　天白区  807-3898   ◎ 名古屋市老人クラブ連合会 TEL 991-7734 FAX 991-7581

お住まいの地域の皆さんと、
仲良く元気に、楽しく活動をしている

老人クラブです。
誘い合ってお入りになりませんか。

わたしたちのクラブへ入りませんか！

～お申し込みはお近くのクラブへどうぞ～

◆ お問い合わせ：各区老人クラブ連合会事務局

おところ
〒
名古屋市　　　区

おなまえ  ☎

生年月日 　大  ・  昭 　　　　　   ・　　　　　・

　　 入 会 申 込 書

　

12
月
13
日
、
29
名

の
参
加
者
は
小
雨
降

り
し
き
る
中
、
鳴
海

駅
か
ら
鳴
海
八
幡
宮

を
目
指
し
歩
き
始
め

ま
し
た
。
お
よ
そ
８

年
近
く
続
い
た
「
史

跡
散
策
を
行
っ
て
い

る
間
は
雨
に
降
ら
れ

な
い
ジ
ン
ク
ス
」
が
つ
い
に
破
れ
た
か
に
思
わ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
次
第
に
雨
が
弱
ま
り
つ
い
に
止
ん
で
し

ま
い
、
ジ
ン
ク
ス
の
強
さ
を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ス
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る

家
康
」
の
舞
台
で
も
あ
り
、
急
な
坂
道
や
、
小
高
い
丘
、

う
っ
そ
う
と
し
た
森
な
ど
、
か
つ
て
こ
の
地
で
激
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と
を
想
い
な
が
ら
歩
み
を
進
め
て

い
き
ま
し
た
。

　２月８日、2年越しの七福神巡りを行いました。応募者多数で抽選、
バスはほぼ満席、87名の方が参加しました。バスで気軽に訪れるこ
とができ、しかも参加者は皆同年代なので、話が合い、歩きや行動
にも遠慮はいらない。これが人気の理由ではないでしょうか。
　今回の行程は、午前に見性寺・智福寺・椿大神社、午後に桃林寺・
洞水寺・泰應寺・石薬師寺。メインは椿大神。入道岳山頂に奥宮を頂き、
杉の大木が林立する広大な敷地に本殿や椿岸神社・行満堂神霊殿・
獅子堂を配する全国的にも有名な
神社です。当日はひんやりとして厳
かな雰囲気でした。椿会館で昼食
の後、自由行動。皆さんお参りや
散策をして楽しみました。
　旅の終わりはお楽しみの買い
物タイム。今回は旅行支援として
2,000 円のクーポンが支給されました。スマホ操作ができる方は電
子クーポン、不慣れな方は紙クーポン。これが大変。電子クーポン
を利用できるお店は多いのですが、紙クーポンは少数。今回の行程
では亀山 PAに限られました。小さなお店に皆さん殺到。クーポン
の処理や現金の支払いに時間を要するので、レジ前には長蛇の列。
お店を１時間余り占拠して30 分遅れの出発となりました。
　それでも「今日は楽しかった」「料理がおいしかった」「今回はいい
お寺が多かった」「次回はどこですか」とご好評をいただいて終える
ことができました。



わたしたちは、名古屋市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 5 年（2023 年）4 月 1 日発行 （ 6 ）第 69 号

　

宮
根
学
区
は
千
種
区
の
北
東
に
位

置
し
、
東
側
に
名
東
区
、
北
側
は
香

流
川
を
は
さ
み
千
代
田
橋
学
区
と
接

し
、
丘
陵
地
に
開
け
た
住
宅
地
で

す
。
学
区
の
創
立
は
昭
和
44
年
4
月

で
す
。
令
和
4
年
11
月
現
在
、
世
帯

数
3
8
2
1
世
帯
、
人
口
8
0
9
6

人
で
す
。

　

そ
の
昔
、
鍋
屋
上

野
村
か
ら
猪
子
石
村

に
か
け
て
の
香
流
川

沿
い
は
静
か
な
農
村

で
し
た
が
、
昭
和
36

年
か
ら
始
ま
っ
た
猪

子
石
土
地
区
画
整
理

事
業
に
よ
り
、
人
口

は
急
激
に
増
加
し
ま

し
た
。

　

昭
和
52
年
、
千
種

区
か
ら
名
東
区
が
分

離
す
る
際
の
①
区
界

の
線
引
き
②
宮
根
小

学
校
区
か
ら
千
代
田

橋
小
学
校
区
の
独
立

③
出
来
町
通
の
交
通

渋
滞
な
ど
の
諸
問
題

を
解
決
に
導
い
た
の

が
現
在
、
老
人
ク
ラ

ブ
で
活
躍
し
て
い
る

世
代
が
中
心
で
す

　

当
連
合
会
は
宮
根

台
福
寿
会
（
56
名
）・

京
命
扇
寿
ク
ラ
ブ

（
65
名
）・
光
が
丘
東

山
ク
ラ
ブ
（
50
名
）

の
連
合
会
で
す
。
当

連
合
会
は
「
会
員
相

互
の
親
睦
と
健
康
の

増
進
に
努
め
、
老
人
福
祉
の
推
進
を

図
る
」
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
会

員
相
互
の
親
睦
と
健
康
増
進
の
援
助

と
し
て
は
、
宮
根
老
人
連
合
会
が
中

心
と
な
り
週
3
回
、
宮
根
公
園
お
よ

び
、
京
命
公
園
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。そ
し
て
、

連
合
会
で
春
と
秋
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。ま
た
、

講
師
を
招
い
て
「
健

康
講
座
」
を
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
と
し
て
宮
根
小
学

校
の
下
校
時
に
児
童

へ
の
「
声
掛
け
・
見

守
り
運
動
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
月
1
回
、
京
命
公

園
と
宮
根
公
園
の
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
当
連
合
会

は
、
過
去
に
難
題
を

解
決
し
た
経
験
を
活

か
し
、
元
気
あ
る
、

明
る
い
「
老
人
ク
ラ

ブ
」
活
動
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
当
連
合
会
が
元

気
で
あ
れ
ば
宮
根
学

区
の
活
性
化
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
を

信
じ
、
会
員
相
互
の

協
力
の
も
と
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

　
　
（
有
瀧　

巌
）

ひ
が
し

東区

ち
く
さ

千種区

ま
ち
づ
く
り
の
気
概
を
持
っ
て

連
合
会
を
運
営

我
が
学
区
の
活
動
紹
介

　

東
区
「
明
倫
学
区
交
友
ク
ラ
ブ
連

合
会
」の
主
な
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。

①
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
週
３
回

　

の
練
習
と
、
奇
数
月
の
大
会
を
実

　

施
し
て
い
ま
す
。
大
会
の
時
は
ス

　

コ
ア
の
集
計
時
間
を
利
用
し
て
持

　

ち
寄
っ
た
お
や
つ
を
食
し
て
楽
し

　

く
団
ら
ん
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

　

使
用
し
て
い
る
公
園
の
愛
護
会
活

　

動
も
行
い
、
報
奨
金
を
景
品
に
充

　

て
て
い
ま
す
。

②
毎
年
4
月
に
開
催
の
バ
ス
旅
行
も

　

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
は 

　

新
型
コ
ロ
ナ
の

　

影
響
で
中
止
し

　

て
い
ま
す
。

③
敬
老
の
日
に
お

　

祝
い
品
を
配
布

　

し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
70
歳
、 

　

75
歳
、80
歳
、85

　

歳
と
90
歳
以
上

　

の
方
々
で
す
。
非

　

常
に
好
評
で
、
喜

　

ば
れ
て
い
ま
す
。

④
一
斉
清
掃
の
日

　

に
明
倫
公
園
、

　

新
出
来
公
園
を

　

全
8
ク
ラ
ブ
で

　

清
掃
し
て
い
ま

　

す
。

　

明
倫
学
区
内
の

単
位
ク
ラ
ブ
「
古

出
来
恵
比
寿
会
」

の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

毎
月
の
行
事
と

し
て
は
、
町
内
の
「
街
路
樹
の
愛

護
活
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
終
了
後
に
町
内
の
会
館
で

「
サ
ロ
ン
活
動
」
を
行
い
、
会
員

同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す

　

そ
の
他
の
活
動
で
は
、
年
に
4

～
5
回
、
東
区
内
の
散
策
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
徳
川
園

で
秋
の
紅
葉
狩
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
近
隣
の
名
所
等
に

も
対
象
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
武
田　

伸
）



わたしたちは、名古屋市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 5 年（2023 年）4 月 1 日発行（ 7 ）第 69 号

　

光
城
学
区
連
合
会
は
、
現
在
12
ク

ラ
ブ
、
総
勢
4
2
7
名
で
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
活
動
と
し
て
は
、
六
光
ク

ラ
ブ
の
名
前
に
も
あ
り
ま
す
「
六
所

社
」
の
毎
月
10
日
に
開
催
さ
れ
る
月

並
祭
に
合
わ
せ
て
の
誕
生
祭
で
、
そ

の
月
の
誕
生
日
の
方
の
祝
詞
を
あ
げ

て
頂
き
ま
す
。
そ
の
後
、
集
会
所
で

い
ろ
い
ろ
な
方
を
講
師
に
、
お
話
会

や
楽
器
に
合
わ
せ
て
の
コ
ー
ラ
ス
な

ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
は
参
加
人
数
の
制
限

等
、
寂
し
い
開
催
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
区
老
連
の
演

芸
大
会
に
マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
演

奏
で
コ
ー
ラ
ス
を
発
表
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
（
今
ま
で
で
一
番
良
い

出
来
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
自
己

満
足
し
て
い
ま
す
）。

　

そ
れ
以
外
に
は
、
毎
月
の
手
芸
教

室
や
小
学
校
の
体
育
館
で
ボ
ッ
チ
ャ

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
手
芸
と

い
っ
て
も
折
り
紙
が
メ
イ
ン
で
す

が
、
区
老
連
の
「
趣
味
の
作
品
展
」

に
展
示
す
る
作
品
作
り
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
来
年
度
に
向
け
て
の
作
品

の
構
想
の
ヒ
ン
ト
を
、
今
回
の
作
品

展
で
得
た
よ
う
で
す
。

　

年
に
一
度
の
志
賀
公
園
で
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
今
年
度
は
80
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
、

な
か
な
か
顔
を
合
わ
せ
な
か
っ
た
方

達
。
も
み
じ
の
紅
葉
よ
り
も
明
る
い

声
が
、あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
締
め
く
く
り
に
、
コ
ロ
ナ

の
流
行
の
合
間
を
縫
っ
て
の
日
帰
り

バ
ス
旅
行
。蒲
郡
で
の
み
か
ん
狩
り
。

の
ん
び
り
、
ゆ
っ
た
り
日
頃
の
ス
ト

レ
ス
も
解
消
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。　
　
　
（
村
井　

典
子
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
少
し
落
ち
着
い
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

西
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、
令
和
4
年
度
か
ら
行
事
が
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

5
月
25
日
に
区
老
連
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
庄
内
緑
地
公

園
で
開
催
さ
れ
、
約
1
0
0
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
空
の
下
、
の
び
の
び
と
プ

レ
ー
さ
れ
、
成
績
発
表
の
前
に
実

施
さ
れ
た
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ゲ
ー

ム
で
は
ほ
ぼ
全
員
の
方
が
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
に
は
区
老
連
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
大
会
が
庄
内
緑
地
公
園
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
、
1
0
0
名
以
上
の
方
が
参
加

し
、
参
加
者
全
員
が
完
歩
し
ま

し
た
。

　

1
月
20
日
に
は
地
域
交
流
会

が
3
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
各

地
域
の
会
長
32
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

午
前
は
一
畑
山
薬
師
寺
を
参

拝
し
、
昼
食
会
場
の
ロ
ワ
ジ
ー

ル
ホ
テ
ル
豊
橋
で
は
仲
間
づ
く

リ
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
や
お

楽
し
み
抽
選
会
を
行
い
、
各
ク

ラ
ブ
会
長
さ
ん
間
の
親
睦
を
図

り
ま
し
た
。

　

午
後
は
豊
川
稲
荷
で
稲
荷
初

詣
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
全
員
が
連
携
し
、

健
康
で
生
き
が
い
を
求
め
て

日
々
を
送
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。　
　
（
伊
藤　

英
雄
）

き

た

北区

に

し

西区

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
！

令
和
4
年
度
の
行
事
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愛 知 県 警 察 からのお 知らせ

　令和 4 年中、愛知県では特殊詐欺被害が多発し、その
被害総額は 20 億円を超えました。国民年金の平均受給
額は 1 年で約 67 万円、つまり約 3,000 人分の年金額に匹
敵します！※

　被害にあわれた方の中には、「自分はだまされない」と
思っていた方も多く、誰が被害にあってもおかしくありま
せん。常日頃からご注意ください。

被害総額２０億円！

対 策
被害の多くは、自宅の固定電話にかかってきます。「犯人と話を
しない」ことが一番の対策です。電話機の対策を！
①固定電話は留守番設定にして相手を確認してからかけ直しましょう。
②電話機を警告や録音できる被害防止機能付き電話機にしましょう。

iOS端末はこちら Android 端末はこちら

【愛知県警察本部 生活安全総務課】 　

被 害 実 態
認知件数：980 件（令和 4年中暫定値）
被害総額：約 20 億 2904万円

キ ー ワ ード
「キャッシュカード」「暗証番号」「金」の話が出たら『詐欺』を疑っ
てください。

　
「
他
よ
り
安
い
」「
こ
こ
だ
け
在
庫
が
あ
る
」
サ
イ

ト
は
、「
偽
サ
イ
ト
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

　

全
国
の
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、「
偽
サ
イ

ト
」
に
関
す
る
相
談
が
引
き
続
き
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

相
談
の
事
例
と
し
て
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
で
商
品
を
申
し
込
ん
だ
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
に
し

た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
銀
行
口
座
へ
の
入
金
確
認
後

に
商
品
を
送
る
と
メ
ー
ル
が
来
た
。
指
示
通
り
に
個

人
名
義
の
口
座
へ
お
金
を
振
り
込
ん
だ
が
、
商
品
が

届
か
な
い
。
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
て
も
返
信
が
な

い
し
、
電
話
番
号
は
つ
か
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と

い
う
も
の
で
す
。

　

S
N
S
や
、
ゲ
ー
ム
・
動
画
な
ど
の
無
料
ア
プ
リ

の
広
告
か
ら
誘
導
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
お
り
、

買
う
つ
も
り
で
は
な
い
時
に
、突
然
広
告
で
知
っ
て
、

よ
く
検
討
し
な
い
ま
ま
申
し
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　

有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
ロ
ゴ
が
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て

い
る
も
の
な
ど
、
見
分
け
に
く
い
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、「
他
よ
り
も
安
い
」「
こ
こ
だ
け
在
庫
が
あ
る
」

サ
イ
ト
で
は
、
住
所
や
電
話
番
号
と
い
っ
た
販
売
店

の
情
報
（
特
定
商
取
引
法
に
基
づ
く
表
示
）
も
よ
く

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

い
っ
た
ん
支
払
っ
た
お
金
を
取
り
戻
す
の
は
困
難

で
す
。
特
に
、
個
人
名
義
の
銀
行
口
座
を
指
定
さ
れ

た
と
き
に
は
、
振
り
込
む
の
を
や
め
て
名
古
屋
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
ご
相
談
先
】
名
古
屋
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
２
―
２
２
２
―
９
６
７
１
（
月
～
土
）

　
※
祝
休
日
・
年
末
年
始
を
除
く  

※
土
曜
日
は
電
話
相
談
の
み

　

相
談
受
付
時
間

　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
15
分

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
　

https://w
w

w
.seikatsu.city.nagoya.jp/

　

名
古
屋
市
ス
ポ
ー
ツ
市
民
局 

消
費
生
活
課

　
　

☎
０
５
２
―
２
２
２
―
９
６
７
９

な
ご
や
見
守
り
情
報
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楽らく介護のすすめ ～心と体の健康講座～

◆申し込み先・問い合わせ先／なごや福祉用具プラザ（開館時間 午前10 時～午後 6 時、月祝休）
〒 466-0015 名古屋市昭和区御器所通 3 丁目12-1 御器所ステーションビル 3 階
TEL   052-851-0051    FAX  052-851-0056
インターネット「なごや福祉用具プラザ」で検索　ウェブサイトはこちらから▶

【開催時間】午後 1 時 30 分～ 3 時　各回終了後、介護に関する個別相談会を実施（午
後 3 時 30 分まで）※プラザおしゃべりサロンは午後 3 時 30 分～ 4 時まで

【定　　員】各回 20 名　　
【費　　用】無料
【申　　込】◎北部介護者教室→ 4 月 19 日㈬午前 10 時より電話・FAX・郵送・ 窓口・ 

Web にて受付開始（先着順）、◎南部介護者教室→ 5 月 19 日㈮ 午前 10 時より電話・
FAX・郵送・ 窓口・Web にて受付開始（先着順）、◎西部介護者教室→ 5 月 19 日㈮午
前 10 時より電話・FAX・郵送・ 窓口・Web にて受付開始（先着順）、◎東部介護者教
室→ 6 月 16 日㈮午前 10 時より電話・FAX・郵送・ 窓口・Web にて受付開始（先着順）

◆主催／名古屋市・名古屋市総合リハビリテーション事業団　なごや福祉用具プラザ

名古屋市犯罪被害者等総合支援窓口
【電　　　話】052-972-3042  （月～金）  

　　　　　　  8 時 45 分～ 17 時 30 分（祝日・年末年始を除く）
【ファックス】052-972-6453
【電子メール】a2582@sportsshimin.city.nagoya.lg.jp

◎犯罪被害等により生じた不安や問題などの相
　談におこたえします。
◎おひとりで不安な場合、区役所などへの手続 
　きに同行します。
◎ごいっしょに、本市の支援事業の申込受付を
　行い、支援を提供します。
◎状況に応じて、関係機関をご案内します。
名古屋市スポーツ市民局人権施策推進室　TEL 052-972-2583

◉北部介護者教室

6/14 ㈬ 「口腔ケア 健康な生活がはじまる元気な口づくり」
6/21 ㈬ 「高齢者の食事の工夫と食品選び」

6/ 7 ㈬ 「食べること飲み込むことの基礎知識」

5/17 ㈬ 「お口と身体のバランスを整える音楽療法」
【会　　場】名古屋市総合社会福祉会館７階 中会議室 （6 月14日のみ研修室東西）

「食とお口のよろず相談」をテーマに４日間教室を開催します。

※終了後プラザおしゃべりサロンを開催（午後 4 時まで）

※ 4 回シリーズですが 1 回のみの参加も可
（北区清水4-17-1 北区総合庁舎内）

◉南部介護者教室

7/ 8 ㈯ 「納得の医療・ケア選び（家族の体験から） ～あなたとあなたの大切な人のために～」
7/15 ㈯ 「高齢者施設の選び方 ～安心できる入居探し～」

7/ 1 ㈯ 「介護の費用と年金 ～老後と遺族の年金って？～」

6/24 ㈯ 「介護保険について ～知っておきたい、相談場所や利用方法～」
【会　　場】名古屋市総合リハビリテーションセンター 4 階 大研修室 

「介護の準備学」をテーマに４日間教室を開催します。

※終了後プラザおしゃべりサロンを開催（午後 4 時まで）

※ 4 回シリーズですが 1 回のみの参加も可
（瑞穂区弥富町密柑山1-2）

◉西部介護者教室

7/25 ㈫ 「らくらく外出術 ～車椅子操作と移乗の基本を学ぼう～」
8/ 1 ㈫ 「暮らしを便利にする道具のお話と自助具づくり」

7/11 ㈫ 「楽に起き上がりと移乗ができる方法」

7/ 4 ㈫ 「安全快適な入浴介助と簡単着替えのコツ」
【会　　場】中村生涯学習センター 3 階 視聴覚室（ 7月4日のみ第 3 集会室）

※終了後プラザおしゃべりサロンを開催（午後 4 時まで）

※ 4 回シリーズですが 1 回のみの参加も可
「家族のためのやさしい介護Ⅰ」をテーマに４日間教室を開催します。

（中村区鳥居通 3丁目1-3）

◉東部介護者教室

8/17 ㈭ 「排せつの悩みを薬から考える ～改善できる薬、悪化の副作用がある薬～」
8/24 ㈭ 「よりよいおむつの選び方・使い方」

8/10 ㈭ 「アロマテラピーで香りのドライフラワーボックス作り」

8/ 3 ㈭ 「おしりまわりのスキンケア」
【会　　場】守山生涯学習センター 2 階 第 3・第 4 集会室 

※終了後プラザおしゃべりサロンを開催（午後 4 時まで）

※ 4 回シリーズですが 1 回のみの参加も可
「排せつよろず相談」をテーマに４日間教室を開催します。

（守山区守山 3丁目2-6）

◎これさえあれば必ず役立つ！防犯情報まるわかりアプリ「アイチポリス」
　随時、防犯情報を配信中
◎防犯活動専門チーム「のぞみ」
　防犯寸劇を取り入れた防犯教室を、あなたの町でおこないます。
◎周りに相談を
　「キーワード」が出たら、すぐに家族・警察へ相談しましょう。

※厚生労働省「令和３年度厚生年金保険・国民年金事業の概況」より
※国民年金受給者の老齢年金の平均年金月額は令和３年度末現在で約５万６千円

これさえあれば必ず役立つ！
防犯情報まるわかりアプリ

「アイチポリス」

お
得
感
を
強
調
す
る

「
偽
サ
イ
ト
」
に
ご
注
意
！
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健
康
づ
く
り
に
は
、
運
動
が
大
切
で
す
。
定
期
的
な
運

動
が
、
肥
満
、
そ
の
先
に
あ
る
生
活
習
慣
病
（
心

疾
患
、
糖
尿
病
、
が
ん
な
ど
）
の
予
防
に
つ
な

が
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
の
統
計
に
よ

る
と
世
界
で
は
成
人
の
4
人
に
1
人
は
十
分
な

運
動
を
行
っ
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
厚

生
労
働
省
の
2
0
1
9
年
の
「
国
民
健
康
・
栄

養
調
査
」
に
よ
る
と
、
運
動
習
慣
の
あ
る
日
本

の
成
人
の
割
合
は
、
男
性
で 

33
・
4
％
、
女
性

で
25
・
1
％
で
し
た
。
年
齢
階
級
別
に
み
る
と
、

そ
の
割
合
は
、
男
性
で
は
40 

歳
代
、
女
性
で
は

30
歳
代
で
、
そ
れ
ぞ
れ
8
・
5
％
、
9
・
4
％

と
最
も
低
く
、
男
女
と
も
70
歳
以
上
が
、
男
性

42
・
7
%
、
女
性
35
・
9
%
と
最
も
高
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
多
く
の
方

は
「
運
動
が
健
康
に
良
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い

て
も
、
実
際
に
は
行
動
に
移
し
て
い
な
い
」
状

態
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
上
記
の
調
査
で
は
、
運
動
し

な
い
理
由
と
し
て
、
男
女
と
も
３
人
に
１
人
が

「
時
間
が
な
い
」、
４
人
に
１
人
が
「
面
倒
く
さ

い
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

図
に
あ
る
よ
う
に
、
男
女
と
も
年
代
を
問
わ
ず
、

「
改
善
す
る
こ
と
に
関
心
が
な
い
」
と
「
関
心
は

あ
る
が
改
善
す
る
つ
も
り
は
な
い
」
を
合
わ
せ

る
と
全
体
の
約
40
％
を
占
め
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
、
運
動
に
対
す
る
考
え
方
は

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
運
動
が
で

き
な
く
て
も
、
仕
事
や
移
動
の
最
中
、
遊
び
の

中
、
掃
除
や
洗
濯
と
い
っ
た
家
事
な
ど
日
常
生

活
の
す
べ
て
の
行
動
を
活
動
的
に
で
き
る
と
い

う
考
え
の
下
、
運
動
か
ら
「
身
体
活
動
」
と
い

う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
厚
生
労
働
省
の
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ガ
イ
ド
～

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
身
体
活
動
指
針
」

で
は
、
今
よ
り
10
分
間
身
体
活
動
を
増
や

す
こ
と
で
、
う
つ
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
心

臓
病
、
糖
尿
病
、
認
知
症
な
ど
に
な
る
危

険
性
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
運

動
の
形
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
や
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
＋
10（
プ

ラ
ス
テ
ン
）で
健
康
の
た
め
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
か
ら
身
体
活
動
へ

あ
い
ち
健
康
の
森
健
康
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー
（
あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ
）

健
康
開
発
部
長
（
医
師
・
医
学
博
士
）  

平
川 

仁
尚

　ちょっとした動作で息切れや息苦しさを感じるなど、呼吸器
のことで気にかかること、心配なことがありましたら呼吸器な
んでも相談へどうぞ！

南保健センター公害保健担当
TEL 052-614-2879  FAX 052-614-2818

 相  談  日／令和5年4月18日㈫・5月16日㈫・6月20日㈫

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、一部検査の中止、
　相談日の中止となる場合があります。

◆ 内　　容／① 問診　② 身長・体重測定
　　　　　　③ 胸部エックス線検査　④ 血圧測定　
　　　　　　⑤ 肺機能検査　⑥診察・個別相談
◆ 費　　用／無　　料

日本ガイシホール日本ガイシホール

東
海

道
本

線
東

海
道

本
線

名古屋市南生涯名古屋市南生涯
学習センター学習センター

南保健南保健
センターセンター

東
海

道
東

海
道

新
幹

線
新

幹
線

笠寺駅笠寺駅

→→

最寄 市バス「笠寺駅」下車徒歩5分
　　 JR「笠寺駅」下車徒歩5分

→

→

◆ 受付時間／午後 1:15 ～ 2:30 の指定の時間
◆ 対 象 者／市内在住の 15 歳以上の方
◆ 場　　所／南保健センター（南区東又兵ヱ町 5-1-1）

　高齢者の方を対象に、さまざまな講習を実施し高齢者の方の社会参加を支援し
ています！ あなたも第二の人生、新たな生きがいを見つけてみませんか？

※各講習の開催日時・場所・対象者・受講料等の詳細は、
　講習によって異なります。
※新型コロナウイルス感染症の状況により、講習が変更・
　中止になる場合がありますので、あらかじめご了承く
　ださい。詳細については、直接お問い合わせください。

　アクセス情報
地下鉄鶴舞線・桜通線「御器所」駅下車
②番出口を出て右手に 40 ㍍、 「御器所ス
テーションビル」4・5 階

〒466-0015 昭和区御器所通 3丁目12-1
（指定管理者：名古屋市シルバー人材センター）

◎ホームページもございます。アドレス：https://www.bes-c.com
◎就業に関する相談も行っています。相談窓口（土日祝日 12/29 ～ 1/3 除く 9 時～17時）TEL 052-842-4692

まずは
お気軽にお電話
ください

・はじめてのスマホ入門講座　
・名古屋市移動支援事業従業者養成研修　
・パソコン/Ｐ検３級試験対策講座　・パソコン/はじめてさわるパソコン

・パソコン/ワード＆エクセル入門　・スマホ活用基礎講座
・介護職員初任者研修　

・同行援護従業者養成研修　・植木剪定の仕事について学ぼう
・パソコン/デジタル写真基礎　・パソコン/Facebook入門

5.1 15.3

4.3 8.2

7.7

8.4 8.0

8.1 6.7 7.4

10.3 7.3

5.2 8.5

9.8 5.8 8.7

10.7 6.4

◎運動習慣改善の意思（20歳以上、性・年齢階級別）　 問：あなたは、運動習慣を改善しようと考えていますか。

総 数（2,661）

20-29 歳（221）

30-39 歳（254）

40-49 歳（428）

50-59 歳（412）

60-69 歳（563）

男 性

70 歳以上（783）

総 数（3,017）

20-29 歳（225）

30-39 歳（297）

40-49 歳（467）

50-59 歳（480）

60-69 歳（599）

女 性

70 歳以上（949）

16.0 18.37.25.113.9 23.9 15.6

11.1 26.3 20.0 5.1 8.2 17.7

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％

14.0 19.5 14.0 6.3 9.5 7.2 29.4

13.4 26.8 24.0 5.5 7.5 9.8 13.0

8.2 8.6 13.1 12.611.4 27.1 18.9

13.85.322.313.8 24.3

13.0 23.3 16.2 19.0 16.2

16.0 22.7 3.6 6.0 20.2 23.9

11.7

10.221.3 7.110.7 34.2

36.7 26.9

12.24.530.09.6 26.1

8.5 27.3 23.8 9.6 17.1

21.4 19.7 22.9 11.7

17.323.03.823.914.9

■ 改善することに関心がない　■ 関心はあるが改善するつもりはない　■ 改善するつもりである（概ね 6カ月以内）　■ 近いうちに（概ね1カ月以内）改善するつもりである
■ 既に改善に取り組んでいる（6カ月未満）　■ 既に改善に取り組んでいる（6カ月以上）　■ 運動習慣に問題はないため改善する必要はない

100％

100％

7.17.1

※厚生労働省「国民健康・栄養調査（2019 年）」参照

元
気
に
楽
し
く
健
康
づ
く
り

　
　

～
サ
ク
セ
ス
フ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ
～（
1
）
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昭
和
37
年
6
月
生
ま
れ
の
息
子
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
の
東
海
道
新
幹

線
工
事
中
の
ガ
ー
ド
の
近
く
の
ア
パ
ー

ト
で
育
ち
ま
し
た
。
間
も
な
く
試
運
転

の
大
き
な
音
に
び
っ
く
り
し
て
、
昼
間

長
く
寝
な
い
子
に
な
り
ま
し
た
。
昼
間

は
30
分
す
る
と
起
き
る
の
で
「
30
分
息

子
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
声
で

泣
く
の
で
本
当
に
困
り
ま
し
た
が
、
ア

パ
ー
ト
の
人
た
ち
は
良
い
人
た
ち
で
許

し
て
く
れ
ま
し
た
。
夏
に
向
か
っ
て
部

屋
に
は
ク
ー
ラ
ー
も
な
く
て
暑
い
の

で
、
乳
母
車
に
寝
か
せ
、
ア
パ
ー
ト
の

通
路
は
涼
し
い
の
で
、
乳
母
車
を
行
っ

た
り
来
た
り
で
暑
さ
を
し
の
い
で
い
ま

し
た
。
お
風
呂
も
な
い
の
で
、
銭
湯
に

2
階
の
他
人
の
お
ば
あ
さ
ん
に
連
れ
て

行
っ
て
い
た
だ
き
、
入
れ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
5
年
の
間
に
あ
ち
こ
ち
の
家

族
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
、
親
も
み

ん
な
子
育
て
し
て
、
保
育
所
み
た
い
に

み
ん
な
で
協
力
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

　

う
ち
の
息
子
の
新
し
い
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
の
お
も
ち
ゃ
を
、
ど
う
し
て
も
離
さ

な
い
子
が
い
て
、
そ
の
子
の
親
が
買
っ

て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
と
協

力
し
あ
う
こ
と
に
よ
り
子
育
て
に
神
経

質
に
な
ら
ず
、
よ
そ
の
子
は
う
ち
の
子

の
よ
う
に
思
え
る
よ
う
な
良
い
時
代

だ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
息
子
も
、
昨
年
は
還
暦
の
お
祝

い
を
し
ま
し
た
。
2
人
の
孫
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
育
ち
で

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
お
互
い

90
歳
の
老
夫
婦
で

す
。
天
白
区
の
若
鷺

会
（
老
人
ク
ラ
ブ
）

に
入
会
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
、
2
年
余
り

に
な
り
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
輪
投
げ
、

ボ
ッ
チ
ャ
や
卓
球
、
ま
た
皆
さ
ん
と
の

お
し
ゃ
べ
り
も
。
健
康
食
、
花
作
り
、

野
菜
作
り
と
教
わ
る
こ
と
も
多
く
、
と

て
も
楽
し
い
も
の
で
す
。
と
て
も
二
人

で
は
で
き
な
い
名
古
屋
城
散
策
、
メ
ロ

ン
狩
り
。
林
檎
農
園
で
は
「
詰
め
放
題

で
す
」
と
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
渡
さ
れ
、
2

人
で
う
ー
ん
と
引
っ
張
っ
て
大
き
く
し

て
詰
め
て
大
満
足
で
す
。
ピ
ン
コ
ロ
神

社
参
拝
で
は
、「
１
０
０
歳
ま
で
、
ま

だ
楽
し
ん
で
か
ら
ピ
ン
コ
ロ
で
す
」と
、

お
札
を
頂
き
ま
し
た
。

　

以
前
は
テ
レ
ビ
と
読
書
で
会
話
も
少

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
話
題
が
多
く
な

り
よ
く
笑
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
に
入

れ
て
い
た
だ
い
て
、
行
け
な
い
と
思
っ

て
い
た
所
へ
も
行
き
、
周
り
の
皆
さ
ま

の
温
か
い
お
心
遣
い
に
支
え
ら
れ
、
心

弾
む
日
々
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
れ

て
い
た
だ
い
た
か
ら
こ
そ
晩
年
に
な
っ

て
も
新
し
い
世
界
が
広
が
っ
た
の
だ
と

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

昭
和
の
子
育
て
奮
闘
記

南
区
な
ご
や
か
千
鳥
第
一
健
生
会

正
田
　
初
枝

ペペ
ーー
ジジ

読読

者者
のの

　

伊
吹
山
を
背
中
に
84
歳
。
私
は
幼
少

に
両
親
を
失
っ
て
、
当
時
92
歳
の
祖
母

が
養
育
し
ま
し
た
。
明
治
の
哲
学
を

持
っ
て
い
た
の
で
す
。
厳
し
さ
の
中
に

は
、心
優
し
さ
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。

口
を
閉
ざ
し
、
目
を
輝
か
し
、
姿
勢
を

正
し
て
の
祖
母
。
私
が
中
学
を
終
え
る

の
を
楽
し
み
に
、
必
死
に
守
っ
て
く
れ

た
の
で
す
。

　

あ
る
日
、
祖
母
は
乳
母
車
で
出
掛
け

ま
し
た
。
小
牧
山
の
向
こ
う
に
中
学
の

先
生
の
家
が
あ
っ
た
の
で
す
。
た
っ
た

1
軒
の
玩
具
屋
さ
ん
で
、
卒
業
の
お
祝

い
と
し
て
、
家
で
自
家
製
の
小
豆
、
餅

米
を
使
っ
て
早
朝
に
起
き
て
自
ら
の
手

で
赤
飯
を
作
り
、
ひ
と
り
で
家
を
出
発

し
ま
し
た
。「
今
日
は
先
生
さ
ま
に
お

礼
に
行
く
の
だ
」
と
申
し
て
ゴ
ム
草
履

を
引
っ
掛
け
て
の
祖
母
。
昼
過
ぎ
に

行
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

親
の
な
い
生
徒
は
至
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
。
何
よ
り
先
生
さ
ま
に
お
礼
を
し

た
い
一
言
で
あ
り
ま
し
た
。
祖
母
は
孫

の
喜
び
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
昼
過
ぎ
に

帰
宅
で
す
。

　

今
日
、
ご
近
所
で
も
朝
夕
の
あ
い
さ

つ
が
な
く
な
っ
て
い
く
中
に
、
昔
は
ど

ん
な
人
で
も「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
こ
ん
に
ち
は
」「
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
」

心
の
優
し
さ
で
す
。
も
っ
と
も
っ
と
幸

せ
づ
く
り
を
考
え
ま
し
ょ
う
ね
。
合
掌

　

私
は
老
人
ク
ラ
ブ
へ
入
会
し
「
な
ご

や
か
ひ
ろ
ば
」を
い
た
だ
き
、文
芸
コ
ー

ナ
ー
の
川
柳
に
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。

俳
句
に
比
べ
季
語
が
い
ら
な
い
の
で
作

あ
い
さ
つ
を
共
に
か
わ
す

　
　
西
区
平
田
永
寿
会

齊
藤
　
文
子

　

先
日
甥
の
結
婚
式
に
列
席
し
人
間
味

に
あ
ふ
れ
る
体
験
を
し
た
。
式
は
神
殿

に
お
い
て
古
式
に
の
っ
と
り
厳
か
に
執

り
行
わ
れ
た
。
控
室
、
式
場
へ
行
く
に

は
全
て
階
段
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い

構
造
に
な
っ
て
お
り
、
私
の
よ
う
な
膝

痛
、
腰
痛
者
に
は
大
変
な
難
所
で
あ
っ

た
。階
段
を
上
り
始
め
る
と
新
郎
の
兄
、

甥
が
私
に
近
寄
り
左
腕
を
抱
え
て
「
お

じ
さ
ん
ユ
ッ
ク
リ
ゆ
っ
く
り
で
い
い

よ
。
急
が
な
い
で
。
お
ん
ぶ
し
て
も
い

い
よ
」と
声
を
掛
け
励
ま
し
て
く
れ
た
。

大
勢
の
列
席
者
の
中
、
恥
ず
か
し
気
も

な
く
自
然
体
で
私
を
エ
ス
コ
ー
ト
し
て

く
れ
た
。「
お
じ
さ
ん
」
と
何
回
か
呼

ん
で
く
れ
る
た
び
に
な
ぜ
か
心
地
良
い

思
い
が
し
、
う
れ
し
か
っ
た
。

　

式
場
の
階
段
を
下
り
る
と
き
も
同
じ

よ
う
に
私
を
支
え
て
く
れ
た
。
別
に
設

け
ら
れ
た
披
露
宴
会
場
に
お
い
て
も
同

様
、
優
し
く
し
て
く
れ
た
。
1
日
中
私

の
専
属
介
護
士
の
よ
う
に
世
話
を
し
て

く
れ
た
。

　

甥
と
は
幼
児
の
頃
に
会
っ
た
だ
け
で

時
間
的
に
は
他
人
同
然
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
親
し
い
交
流
が
以
前
か
ら
あ
っ
た

か
の
よ
う
に
優
し
く
し
て
く
れ
た
。
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
仕
業
か
、
親
族
の
絆
を
感
じ
た

ひ
と
と
き
だ
っ
た
。
人
間
的
に
立
派
に

成
長
し
た
甥
が
い
る
こ
と
を
誇
ら
し
く

思
っ
て
い
る
。

優
し
い
甥
の
1
日
介
助

　
　
名
東
区
よ
も
ぎ
ク
ラ
ブ

岩
佐
　
良
男

老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て

り
や
す
く
、
す
ぐ
に
投
稿
し
ま
し
た
。

そ
し
て
第
49
号（
２
０
１
７
年
7
月
号
）

に
名
前
が
載
っ
た
時
の
感
激
、
他
区
の

知
人
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
り
、
後
日
に

も
「
載
っ
て
い
た
ね
」
と
言
わ
れ
た
り
、

よ
り
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

毎
回
投
稿
し
て
い
ま
す
が
、
名
前
が

な
い
と
、
ど
こ
が
い
け
な
か
っ
た
の
か

と
、
落
ち
こ
み
ま
す
。
最
近
、
掲
載
作

は
先
生
が
選
ん
で
い
る
の
か
と
ス
タ
ッ

フ
に
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
返
事

は
「
い
い
え
。
当
方
で
選
ん
で
い
て
、

多
く
の
方
を
載
せ
た
い
の
で
、
何
回
か

続
け
て
掲
載
さ
れ
た
方
は
お
休
み
」
と

の
こ
と
で
気
持
ち
が
と
て
も
軽
く
な
り

ま
し
た
。

　

自
分
の
名
前
が
活
字
に
な
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
も
ぜ

ひ
投
稿
し
て
、
自
分
の
名
前
が
載
っ
た

時
の
感
激
を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。
初
め
て
の
方
は
掲
載
の
確
率

が
高
そ
う
で
す
。

川
柳
へ
の
投
稿

　
　
中
区
平
和
第
八
寿
会

浅
野
　
元
子

　
　
天
白
区
若
鷺
会

渡
邊
喜
久
子

テ
ー
マ
投
稿

「
昭
和
の
子
育
て
奮
闘
記
」

4
月
号
の
テ
ー
マ

　「読者のページ」ではテーマも設けています。次
号のテーマは「聞かせて、おひとりさまを楽しむ
ヒント」です。自分だけの時間を満喫できるおひ
とりさま時間。「だけど一人は不安」という方も多
いのでは？ 勇気を出して一歩踏み出せば、人生は
もっと豊かになるかも！？ 「おひとりさま上手」を
楽しんでいる方のエピソードをお寄せください。

聞かせて、おひとりさまを
楽しむヒント

次 号
テーマ

読者の声読者の声
68号の認知症のための10ヵ条（柴
山案）はなるほどと、拡大コピーし
て壁に貼りました。私も今年は喜
寿を迎えます。今年はできることを
大切に続けていきたいと思います。
（熱田区Ｋ）

コロナ用心して乗り越えて新年を
迎えられたことが良かったです。外
出は控えていますが、朝、着替えし
て鏡に向かってちょっと顔づくりし
ています。（西区Ｋ）

昨年度より老人クラブの資料など
の配布係を担当しております。そ
れには「なごやかひろば」通信etc.
隅々まで目を通して配布しており
ます。近況などお話しできたり、散
歩にもなり、前向きに生きたいと
思っています。（名東区Ｓ）

毎号楽しみにしています。なごやか
ひろば68号の彩時季では、中川区
民まつりが取り上げられ、戸田から
くり人形が掲載され、身近に感じ
ました。これからも素晴らしい紙面
を期待しております。（中川区Ａ）

お手軽お料理いつもお世話になっ
ております。作っています。ありが
とうございます。（天白区W）

こんにちは。毎号楽しみに拝読し
ております。名古屋の高齢者がイ
キイキと暮らせる街にしたいです
ね。（守山区Ｓ）

いつも公園、神社の草むしり、グ
ラウンド・ゴルフ、ラジオ体操に頑
張っています。（港区Ｋ）
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道ど
う
そ
し
ん

祖
神
三
寸
雪
笠
目
が
あ
い
て

　

残の
こ
り
び

り
灯
論さ

と

せ
と
微ほ

ほ

笑
え
む
夫め

お
と婦

（
北
区
五
月
ク
ラ
ブ
　
伊
佐
治
　
清
）

人
生
の
黄た

そ
が
れ昏
近
し
歳と

し

と
な
り

　

仕
上
の
始
め
を
想
う
こ
の
ご
ろ

（
北
区
六
郷
北
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
伊
藤
　
和
子
）

は
じ
め
て
の
補
聴
器
音
に
何
事
か

　

ひ
よ
ど
り
の
声
天
あ
お
ぎ
見
る

（
中
村
区
永
友
会
　
小
椋
　
和
子
）

ブ
ラ
ボ
ー
‼
耐
え
て
つ
か
ん
だ
サ
ッ
カ
ー
陣

　

頂
点
め
ざ
す
涙
の
雄
姿

（
中
村
区
福
寿
会
　
木
村
　
滋
子
）

故
郷
の
山
河
は
消
え
て
ビ
ル
が
建
ち

　

万
博
ジ
ブ
リ
で
世
界
の
都ま

ち市
に

（
港
区
い
こ
い
中
老
人
ク
ラ
ブ
　
小
池
　
吉
彦
）

お
正
月
誕
生
日
過
ぎ
夫
逝
く

　

み
ん
な
健
康
私
頑
張
る

（
瑞
穂
区
長
寿
会
　
鈴
木
　
教
子
）

鉛
色
見
上
げ
る
空
に
雪
の
花

　

落
ち
て
は
消
え
る
は
か
な
い
命

（
港
区
宝
友
会
　
尾
身
　
フ
サ
）

コ
ロ
ナ
禍
の
新
年
会
も
そ
れ
な
り
に

　

唄
い
踊
り
に
三
味
線
合
奏

（
南
区
宝
寿
会
第
一
　
青
山
　
好
子
）

雪
や
み
し
葉
先
つ
や
や
か
雪
ま
ぶ
し

　

夕
日
に
は
え
る
山
茶
花
の
紅

（
守
山
区
ふ
れ
ん
ど
四
軒
家
　
川
澄
　
邦
子
）

初
孫
を
あ
や
す
息
子
は
そ
の
ま
ま
の

　

優
し
さ
呉
る
る
病
む
母
吾わ

れ

に

（
緑
区
大
高
台
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
　
加
藤
　
　
和
）

弟
よ
春
ま
で
待
て
と
言ゆ

う
た
の
に

　
「
逢
い
た
い
」
と
言こ

と

の
葉は

残
し
た
元
旦

（
緑
区
熊
の
前
寿
ク
ラ
ブ
　
髙
瀬
百
合
子
）

年
越
し
も
年
の
始
め
も
気
楽
で
す

　

一
人
居
だ
か
ら
し
き
た
り
我
流
で

（
天
白
区
寄
鷺
会
　
土
井
な
を
み
）

幸
せ
は
自
分
で
決
め
る
事
始

（
千
種
区
百
寿
ク
ラ
ブ
　
加
藤
　
淑
翠)

初
御み

く

じ

神
籤
病や

ま
いは

医
師
に
ま
か
せ
と
よ

（
北
区
東
志
賀
第
二
寿
会
　
大
場
美
佐
子
）

縄
を
綯な

い
稲
穂
も
添
え
て
松
飾
り

（
北
区
上
飯
田
ハ
イ
ツ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
菊
田
　
恵
加
）

乱
吹
雪
い
で
し
気
配
に
雪
女

（
中
村
区
八
社
横
一
寿
会
　
遠
山
　
　
都
）

新
年
に
病や

ま

い
直
し
と
初
詣
で

（
中
村
区
福
寿
会
　
太
田
　
鈴
江
）

花
筏
流
れ
と
共
に
大
海
へ

（
熱
田
区
青
池
天
寿
会
　
岡
田
　
武
利
）

節せ
つ
ぶ
ん分

に
舞ま

う
福ふ

く
ま
め豆

を
手て

の
平ひ

ら

に

（
中
川
区
高
寿
会
　
溝
口
美
代
子
）

春
浅
し
ボ
ッ
チ
ャ
楽
し
む
笑え

み
の
友

（
南
区
な
ご
や
か
ち
ど
り
第
一
健
生
会
　
加
藤
　
京
子
）

手
品
師
の
指
先
自
在
春
隣

（
天
白
区
大
根
む
つ
み
会
　
中
野
　
省
蔵
）

御
嶽
を
望
む
橋
越
え
ど
ん
ど
焼
き

（
天
白
区
笹
山
ク
ラ
ブ
　
池
上
ゆ
り
子
）

ひ
孫
の
絵
う
る
む
瞳
に
眼
鏡
換
え

（
千
種
区
千
石
千
寿
会
　
吉
田
　
守
松
）

コ
ロ
ナ
菌
笑
い
飛
ば
そ
う
鬼
は
外

（
東
区
冨
士
塚
老
人
会
　
吉
橋
　
広
武
）

八
十
路
だ
よ
健
康
こ
れ
ぞ
脳
ト
レ
だ

（
北
区
宮
前
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
　
髙
見
美
智
子
）

何
故
わ
か
る
個
人
情
報
悪
の
手
に

（
西
区
上
小
田
井
第
三
ク
ラ
ブ
　
安
藤
　
秋
惠
）

名
札
付
け
一
年
生
を
想
い
出
す

（
中
村
区
旭
寿
会
　
尾
国
　
麗
子
）

し
ら
ぬ
ま
に
正
月
太
り
い
つ
戻
る

（
中
村
区
豊
臣
豊
寿
会
　
後
藤
　
康
之
）

「
日
の
入
り
だ
」
ス
マ
ホ
の
写
真
ま
に
あ
わ
ず

（
中
区
平
和
第
八
寿
会
　
浅
野
　
元
子
）

春
爛
漫
地
域
に
香
れ
や
梅
の
花

（
中
区
第
二
千
寿
会
　
島
田
　
悦
子
）

春
キ
ャ
ン
プ
今
年
は
強
い
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

（
中
区
第
三
き
ら
く
会
　
堀
田
友
三
郎
）

値
上
げ
年
未い
ま

だ
去
ら
ぬ
か
頃
な
節

（
瑞
穂
区
第
七
瑞
高
会
　
水
谷
　
健
治
）

新
年
の
た
よ
り
少
な
く
さ
み
し
な
り

（
熱
田
区
み
の
り
会
　
鈴
木
　
　
清
）

今
年
こ
そ
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
と
は
や
十
年

（
中
川
区
五
反
田
第
五
楽
々
ク
ラ
ブ
　
永
田
　
康
弘
）

成
人
は
孫
の
う
れ
し
い
顔
見
て
る

（
港
区
高
南
ク
ラ
ブ
　
墨
田
　
初
美
）

手
を
つ
な
ぐ
老
老
介
護
も
板
に
つ
き

（
守
山
区
瀬
古
守
山
ダ
イ
ワ
会
　
鬼
頭
　
安
子
）

二
類
か
ら
春
五
類
へ
と
コ
ロ
ナ
菌

（
守
山
区
第
二
長
寿
会
　
出
口
　
昌
子
）

白
き
飛
球
美
唄
の
空
の
わ
が
孫
の

（
緑
区
高
見
親
睦
会
　
堀
田
　
志
保
）

腸
活
に
あ
れ
や
こ
れ
や
と
迷
う
日
々

（
名
東
区
貴
船
み
ど
り
会
　
三
谷
　
典
子
）

立
ち
話
行
っ
て
帰
っ
て
来
て
も
ま
だ

（
名
東
区
お
も
と
ク
ラ
ブ
　
山
口
　
武
子
）

ス
マ
ホ
も
ち
使
い
こ
な
せ
ず
孫
を
待
ち

（
天
白
区
平
成
東
ク
ラ
ブ
　
杉
浦
　
幸
一
）

短
歌
の
部

俳
句
の
部

川
柳
の
部

▼
題
材
は
本
紙
の
感
想
や
ク
ラ
ブ
の
紹

介
、
随
想
、
文
芸
な
ど
な
ん
で
も
結
構

で
す（
字
数
４
０
０
字
ま
で
）。▼「
読
者

の
ペ
ー
ジ
」
で
は
テ
ー
マ
も
設
け
て
い

ま
す
。
▼「
文
芸
コ
ー
ナ
ー
」
に
投
稿

い
た
だ
く
際
は「
短
歌
」「
俳
句
」「
川
柳
」

の
別
を
明
記
し
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い

（
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
）。
▼
締

切
は
５
月
9
日
、
原
則
と
し
て
１
人
１

作
品
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
所

属
ク
ラ
ブ
名
を
明
記
し
、
名
古
屋
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会「
な
ご
や
か
ひ
ろ
ば
」

投
稿
係
（
〒
４
６
２
ー
０
８
４
４ 

名

古
屋
市
北
区
清
水
四
丁
目
17
ー
１ 

名

古
屋
市
総
合
社
会
福
祉
会
館
６
階
）
ま

で
。
ハ
ガ
キ
・
封
書
・
市
老
連
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
応
募
用
メ
ー
ル
フ
ォ
ー

ム
の
い
ず
れ
か
を
使
っ
て
応
募
が
で
き

ま
す
。

※�
紙
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
の
原
稿
を

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

投
稿
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

画／柳原 貞子
（昭和区きさらぎ会）

名古屋市老人クラブ連合会で
は、こちらに掲載させていただ
く挿絵を募集しています。投稿
先は左下「投稿についてのお知
らせ」をご参照ください。

たんぱく質とカルシウムがご飯と一緒にとれますよ。
ほたてとミルクの炊き込みご飯

　気温が暖かくなると、外に出て歩きたくなりますね。「健康寿命」
というのは健康上の問題がなく日常生活を送れる期間を指しますが、
健康で毎日過ごすためには、運動習慣を取り入れることが勧められて
います。ウオーキングはいつからでも始められる運動ですが、骨や筋
肉のための栄養はとれていますか？高齢期は食事の「たんぱく質」「カ
ルシウム」が少なくなりがちです。肉・魚・卵などの動物性のたんぱ
く質と、カルシウム源となる牛乳・乳製品のどれかを毎日欠かさず食
べるよう気をつけてみましょう。食事で栄養をしっかり補給して、しっ
かり歩ける身体を維持しましょう。

しっかり食べてしっかり歩きましょう！

名古屋市健康福祉局 管理栄養士　磯部　貴恵

米 ………………１合（150 ｇ）
ほたて缶…………1缶（45g）
グリーンピース缶…小１缶（55g）
薬味ねぎ…………1/4杷（25g）
牛乳………………80㎖
水（缶汁含む）……140㎖
　　しょうゆ……小さじ1/4
　　塩……………小さじ1/4

〈材料  軽くお茶碗 3杯分〉

＊グリーンピースは春が旬です。
　生のものがあればそちらをお使いください。
＊ほたて缶がないときはツナ缶（チャンク）
　でも美味しく作れます。

〈調理アドバイス〉

〔

50

〈作り方〉
⑴ほたて缶・グリーンピース缶は汁を切

り、ほぐしておく（缶の汁は捨てない）。
薬味ねぎは小口に切る。

⑵米は普通に洗い、⑴の缶の汁に牛乳と
水を合わせて炊飯器の目盛に合わせ、
浸水しておく。

⑶炊飯器に調味料を加え、上にほたて、
グリーンピースを乗せて炊飯する。

⑷炊き上がったら薬味ねぎを加え全体に
大きく混ぜ合わせる。



わたしたちは、名古屋市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 5 年（2023 年）4 月 1 日発行 （ 12 ）第 69 号

　
「
な
ご
や
か
ひ
ろ
ば
」の
発
行

に
あ
た
り
格
別
の
ご
支
援
ご
協

力
を
頂
き
、お
か
げ
さ
ま
で
第

69
号
が
無
事
発
行
で
き
ま
し
た

こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
紙
は
高
齢
社
会
の
心
の

糧
と
な
る
情
報
紙
を
め
ざ
し
て

お
り
ま
す
。今
後
と
も
内
容
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ま
す
ま
す
の
ご
後
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
公
社
）名
古
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
告
掲
載
の
ご
協
賛
御
礼

■
編
集
委
員

　

こ
の
号
の
編
集
は
私
た
ち
が

　

担
当
し
ま
し
た
。

　

長
尾　

滋
男（
市
老
連
常
任
理
事
）

　

安
江　

春
彦（
市
老
連
理
事
）

　

梅
本　

羌
司（
守
山
区
）

　

高
井　

文
子（
緑
区
）

　

石
川　

紘
一（
名
東
区
）

　

北
川　

邦
子（
天
白
区
）

　

コ
ロ
ナ
禍
も
少
し
ず
つ

終
息
に
向
か
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
、
ク
ラ
ブ
の

活
動
も
活
発
化
し
て
お
り

ま
す
。

　
「
な
ご
や
か
ひ
ろ
ば
」

の
紙
面
で
は
、
健
康
や
生
活
面
、

読
者
の
方
の
投
稿
、
な
つ
か
し

い
歌
、
ク
イ
ズ
等
々
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

新
聞
を
読
む
と
い
う
こ
と

は
、
認
知
症
の
予
防
に
も
な
る

と
の
こ
と
で
す
。
会
員
の
皆

さ
ま
と
紙
面
を
通
じ
て
心
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
（
Ｋ
）

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
情
報

　

を
チ
ェ
ッ
ク
！  

ぜ
ひ
ア
ク 

　

セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
（http://w

w
w

.
nagoyarouren.com

）

編  集  後  記

　米国へ留学した教育学者・伊沢修二
が紹介した曲に野村秋足が独自に歌詞
を付け、1881年（明治14年）に文部省
が発行した『小学唱歌集』初編に「第
十七 蝶々」の表題で掲載された。後に
稲垣千頴作詞の2番、作者不詳の3・4
番が作られたが、1947年（昭和22年）
に文部省が改作し、1番のみになった。

お
楽
し
み
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

タテのカギ ヨコのカギ
物事がよくわかるように、詳しく説明
すること
火事が消えること
健康維持を目的とした運動
雨降りの空。雨が降る日
牛・豚などの舌の肉
過去の出来事を思い出して書いた
記録
だしぬけに攻撃をしかけること
一定の領土に住む大勢の人による、
統治権を持った社会集団
骨盤の下半部を占める左右一対の
骨。下肢の痛みやしびれなどの症状
は〇〇〇神経痛
〇〇干し、〇〇酒、〇〇仁丹

1

2
4
5
6
8

11
12

13

14

値打ち。品物の良し悪し
ある歌を別の歌詞を当てはめた歌
13 ～ 16 世紀、現在の南米ペルー
を中心に繁栄した〇〇〇帝国
文の終わりにつく「。」はなに？
人類が共有する文化や自然などが
対象で、ユネスコが認定・登録する
もの
細菌による感染症の治療に使われ
る、抗菌作用のある薬剤
ぼんやりしているさま。○○○な目
図画・工作の略
布などでおおって見えないようにする
こと
地球上の陸地の表面を覆っている
細かい堆積物

1
3
7

9
10

12

14
15
16

17

★
解
答
と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
所
属
ク
ラ
ブ
名
を
明
記

　

の
う
え
、
市
老
連
事
務
局
（
11
ペ
ー
ジ
の
投
稿
に
つ
い
て
の

　

お
知
ら
せ
欄
に
宛
先
記
載
）
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
正
解

　

者
の
う
ち
か
ら
抽
選
で
図
書
カ
ー
ド
を
10
名
、
ヤ
マ
ザ
キ
マ

　

ザ
ッ
ク
美
術
館
・
名
古
屋
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
美
術
展

　

の
チ
ケ
ッ
ト
を
各
５
組
10
名
、
森
永
乳
業
「
大
人
の
た
め
の

　

プ
ロ
テ
イ
ン 

タ
ン
パ
ク
生
活
」
を
20
名
、
吉
田
麺
業
「
き
し

　

め
ん
詰
合
せ
」
を
5
名
、
合
計
45
名
の
方
に
贈
呈
し
ま
す
。

★
締
切
は
5
月
16
日
（
当
日
消
印
有
効
）
で
す
。

★
前
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
は
2
8
7
通
の
ハ
ガ
キ
が
寄
せ

　

ら
れ
ま
し
た
。
正
解
は
「
カ
ジ
ダ
イ
コ
ウ
」
で
し
た
。 ◎問題　タテとヨコのカギを解

いて、ABCDEF に入ることば
を見つけてください。

ち
ょ
う
ち
ょ
う

ち
ょ
う
ち
ょ
う

作
詞
作
詞  

野
村
秋
足

野
村
秋
足

ち
ょ
う
ち
ょ
う
　
ち
ょ
う
ち
ょ
う

ち
ょ
う
ち
ょ
う
　
ち
ょ
う
ち
ょ
う

菜
の
葉
に
と
ま
れ

菜
の
葉
に
と
ま
れ

菜
の
葉
に
あ
い
た
ら
　
桜
に
と
ま
れ

菜
の
葉
に
あ
い
た
ら
　
桜
に
と
ま
れ

桜
の
花
の
　
花
か
ら
花
へ

桜
の
花
の
　
花
か
ら
花
へ

と
ま
れ
よ
遊
べ
　
遊
べ
よ
と
ま
れ

と
ま
れ
よ
遊
べ
　
遊
べ
よ
と
ま
れ 原

曲
原
曲  

ド
イ
ツ
童
謡

ド
イ
ツ
童
謡

※プレゼント提供企業様に発送に必要な情報（当選者情報）を開示しますが、発送以外での利用はいたしません。
読者プレゼント お楽しみクロスワードを解いて応募しましょう（左下の応募要項参照）。

八幡はるみ GARDEN 特別展「コレクションの20世紀」
　美しく咲き誇る花々、まばゆい光につつまれた溢れんばかり
の緑。色あざやかな植物たちが大画面を埋め尽くす、染色作家
八幡はるみ（1956－）の1990年代か
ら2023年の最新作までを展示。かぐ
わしき装飾の世界をご紹介します。

　名古屋市美術館は2023年4月で開館35
周年を迎えます。8,000点余に成長したコレ
クション（収蔵品）から選んだ約100点を年
代順に紹介し、その普遍性と時代性によって
日本および世界の20世紀をふり返ります。

● ヤマザキマザック美術館（地下鉄「新栄町」駅直結）
会期/2023年4月21日㈮～8月27日㈰
開館/平日10：00～17：30、土日祝10：00～17：00 ※入場は閉館30分前まで
休館/月曜日（※5月1日、7月17日、8月14日は開館）、7月18日
入館料/一般1,300円、小中高生500円、小学生未満無料
☎052-937-3737　ホームページ https://www.mazak-art.com

● 名古屋市美術館（芸術と科学の杜・白川公園内）
会期/2023年4月15日㈯～6月4日㈰
開館/9：30～17：00（5月5日を除く金曜日は20：00まで）※入場は閉館30分前まで
休館/月曜日
入場料/一般800（600）円、高大生600（400）円、中学生以下無料
※（　）内は前売および20人以上の団体料金　☎052-212-0001

八幡はるみ《Flower bed 2023 version》2023年

　小麦粉と塩、水のみで作り上げ
るめん。愛知県産「きぬあかり」
や三重県産「あやひかり」など
麺づくりに適した国産の小麦粉と、
国内産の塩、そしてまろやかな口
当たりの軟水で作り上げる吉田麺業のこだわりあるめんです。

創業明治２３年。めん造り一筋 きしめん詰合せ

● 吉田麺業 店舗情報
中村区椿町 6-9
中川区新家一丁目 1918
中川区荒子二丁目 222

エスカ店
千音寺店
荒 子 店

☎ 052-452-2875
☎ 052-432-2875
☎ 052-355-7003

アメデオ・モディリアーニ《おさげ髪の少女》1918年頃 

　いきいきとした生活を送るためにたん
ぱく質をとり入れることが必要ですが、
実はたんぱく質は運動しなくても消費さ
れています。大人のためのプロテイン「タ
ンパク生活」は、毎日の食事の中で無
理なくたんぱく質を補うことができます。

大人のためのプロテイン タンパク生活

● 森永乳業株式会社 中部支社
〒461-8658 名古屋市東区徳川一丁目 15-30 名古屋リザンビル 4 階
☎ 052-936-1591
営業時間 / 月曜日～金曜日 9：00 ～ 17：30
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